
 
平成 19 年 10 月 19 日 

各    位 

会 社 名  浅 香 工 業 株 式 会 社 

代表者名   代 表 取 締 役 社 長   白 江  清 晃 

（ コード番号 ： ５９６２   大証第二部 ） 

問合せ先   常務取締役管理本部本部長 藤 田  敏 雄 

（ ＴＥＬ    ０７２－２２９－５１３７ ） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19 年 5 月 18 日の決算発表時に公表した業績予想を下記のとおり

修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 

 

１．平成 20 年 3 月期中間業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月１日～平成 19 年 9 月 30 日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中間純利益 
１株当たり

中間純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ５，１００ １０５ １０５ ５５ ５円３１銭

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ４，６６７ ２３ ４３ ２０ １円９６銭

増  減  額（Ｂ－Ａ） △ ４３３ △８２ △ ６２ △ ３５ ― 

増  減  率 （％） △ ８．５ △ ７８．１ △ ５９．０ △ ６３．６ ― 

前期実績（ 平成 19 年 3月期中間 ） ４，６９４ ６８ ８４ ４４ ４円３４銭

      

２．平成 20 年 3 月期通期業績予想数値の修正（平成 19 年 4月 1日～平成 20 年 3 月 31 日） 

（金額の単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） １０，０００ ２００ ２００ １０５ １０円１４銭

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ９，５００ １００ １２０ ６０ ５円７９銭

増  減  額（Ｂ－Ａ） △ ５００ △ １００ △ ８０ △ ４５ ― 

増  減  率 （％） △ ５．０ △ ５０．０ △ ４０．０ △ ４２．９ ― 

前期実績（ 平成 19 年 3 月期 ） ９，４４２ １５４ １６２ ８５ ８円２３銭

               

３．修正の理由 
 

当中間期におけるわが国経済は、輸出関連産業が牽引し、輸出や設備投資の増加が見られる等、景気は回復

基調で推移してまいりましたが、その一方で原油高に伴うコスト高や米国の低所得者向けサブプライムローン

の焦げ付き等により景気の先行き不透明感も広がっております。 

 このような情勢下におきまして、当社は主力製品のショベルや園芸用品をはじめ物流システム機器類の販路

の拡大拡販に努めてまいりましたが、梅雨明けの遅れや長引く猛暑等の天候不順に加え、市場における安価な

海外製品との競合等の要因もあり当中間期の売上高は 4,667 百万円となりました。 

利益面につきましては、販売費及び一般管理費の節減に努めましたが、原油高に伴うコスト高等により営業

利益は 23 百万円、経常利益は 43 百万円となり中間純利益は 20 百万円となる見通しであります。 

通期につきましては、更なる営業力の強化と斬新的な商品企画、商品改革を進め、業績向上に邁進してまい

りますが、当上半期の業績等を踏まえ当初の業績予想を修正させていただきます。 
 
※ 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業

績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

以    上 


